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平成18年10月は大規模な海難事故が相次ぎ，波浪に

関する世間の感心が高まった月となった．上旬には，

急速に発達した温帯低気圧により北日本太平洋沿岸で

は猛烈なしけとなり，茨城県鹿島沖で外国コンテナ船

が，宮城県金華山沖では秋刀魚漁船が座礁した．伊豆

諸島では遊漁船が転覆している．下旬にも，房総沖の

温帯低気圧の影響で大しけとなり，再び鹿島沖にて座

礁が相次いだ．例年この頃に日本周辺へ高波をもたら

すのは台風であり，昨年のようにひと月の間に２度も

温帯低気圧による高波が続いたのは珍しいといえる．

これが災害が続いた一因だろう．

しかし，低気圧の種類に関係なく強風が吹き続けば

高波となり，それらはうねりとなって日本沿岸に到達

する．概念としては単純だが，実際に日本周辺で起き

ている波浪の具体的な姿は，一般的にはあまり知られ

ていないと思われる．その証拠に，気象に比べて波浪

に関する書籍は圧倒的に少なく，注目度が低いことが

うかがえる．数少ない図書も波そのものに注目したも

のがほとんどである．そんな中，今回磯崎一郎氏によ

り上梓された「波浪学のABC」は，数多くの災害事

例を紹介することで日本沿岸域での波浪の様子を明ら

かにしている．以下では，各章の概略を感想を交えて

紹介していく．

序章では，海面に生ずるいろいろな波について，海

洋表面波のスペクトル模式図を用いて紹介している．

波浪の書籍では定番であるが，サーフビートに言及し

ているのは珍しい．

第１章では，複雑な構造を持つ波浪を以降の章で説

明する準備として，規則波を対象に水波の性質が説明

されている．入門書ということで，数式は深水波と浅

水波の波長，波速，周期の関係式だけである．第３節

「波群と群速度」は，２ページの説明では少し物足り

ない．

第２章では，はじめに波浪の沿岸付近でのふるまい

について述べ，その具体例として，富山湾の「寄り回

り波」，遠州灘の土用波，サロマ湖口での海難事故が

紹介されている．各事例が独立しているため，いきな

り各事例から読み始めることが可能である．後の章で

も事例はそれぞれ独立しており，読み物として個々を

読める．本書の特徴のひとつである．

第３章では，波と流れについて記述されている．こ

こでいう流れとは，海流や潮流などから海浜流や河川

流までを含む．例として，インド洋アグリアス海流上

の異常波浪と利根川河口での海難事故が挙げられてお

り，波浪と流れの具体的な関係が分かりやすい．

第４章では，風波の特徴が簡単にまとめられてい

る．ただ，日本沿岸での高波は風波が主であるため

か，うねりの説明が少なく残念である．受けた風向の

ままで進んでいくこと，元の風波より移動速度が速く

なることや周期が長くなることなどについては紹介し

てほしかった．

第５章では，波浪予報の概念と気象庁で現在おこな

われている波浪予報について軽く触れられている．

第６章では，日本沿岸での波浪の平年値や極大値が

まとめられており，第３節でその具体例がいくつか挙

げられている．それらは概ね波浪観測網が整い始めた

1980年ごろ以降の事例であるが，その中の旧日本海軍

による台風の暴風域縦断時の波浪観測は，目視観測と

はいえ台風域内の風浪やうねりの分布が分かる貴重な

資料である．

第７章では，日本沿岸各海域に焦点をあて，季節ご

との高波の具体的な事例を紹介している．本書の約３

分の１がこの章であり，この事例の多さが本書の一番

の特徴といえる．本章で興味深いのは，海域ごとの有

義波高の経時変化図である．海域によらず，風波は急

に高くなること，うねりは長く持続することなどが分

かる．この図は第２章や第３章でも用いられているの

で，海域ごとの事例として本章と併せて見ると面白い

と思う．

第８章では，世界各地の波浪特性について，波浪モ

デルの計算結果や海洋気象ブイのある海域での観測結

果などが紹介されている．うねりが発生源から数千

km伝播する様子も取り上げられており，日本沿岸域

とのよい比較になっている．

章立て以外で気付いたのは，詳しい索引が施されて

いる点である．用語のみならず各事例も索引の項目と

なっていて，事例を確認するのに使いやすい．

難しい数式表現もなく，また，図や表を数多く取り

入れており，作者の願いどおり波浪に関心がある読者
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がより理解を深めるのに役立つ１冊になったといえ

る．紹介者としても波浪解析に携わる立場から，多く

の人に波浪に興味を持っていただき，少しでも海難事

故が減少すればと作者同様に願っている．

(気象庁地球環境・海洋部 近澤昌寿)
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